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長野県中学校総合体育大会 結果

●野球の部
優勝　丸子北中学校野球部
主将：金井　広野／副主将：大塚　雅也
荒井　圭祐・柳澤　和希・金井　竜太
中村　俊貴・佐藤　　響・堀内　大杜
土肥　準弥・片平　慎也・金井　隼賞
矢ヶ崎　奨・堀内祐太朗・富岡　万道
尾鷲　宣和・坂田槙一朗・田中　雄大
中澤　一輝　　
●水泳の部
400Ｍ個人メドレー／200Ｍ個人メドレー
（２種目）優勝　
丸子北中学校　荻原裕晶　
●陸上の部
共通男子1500Ｍ優勝
丸子中学校　　箱山陸人

●女子柔道の部
個人戦　３位
丸子北中学校　宮坂　千優
●水泳の部
200Ｍバタフライ3位
丸子北中学校　山浦　大宜
●男子剣道の部
個人戦　５位
丸子中学校　　米永　寛之

第15回

信州爆水RUN in 依田川

　少林寺拳法の初歩的な基本練習を行い、護身の技術の基
礎を学びます。
　また、ストレッチを中心とした適度な運動により、老若
男女を問わず、健康、体力づくりにも役立ちます。
期　間　平成22年９月７日㈫～平成22年11月23日㈫
　　　　毎週火曜（全10回）
時　間　午後７時～午後８時30分
対象者　市内在住・在勤の一般男女
受講料　2,000円（教室初日に集金）
会　場　丸子総合体育館　柔剣道場
持ち物　運動ができる服装（靴は不要）
申込み　９月７日㈫までに丸子総合体育館へ電話で申し込
　　　　んでください。
問 丸子総合体育館　電話43-2250／有線24611

少林寺拳法教室

参加者募集

げんき丸子

地域づくり

丸子地域自治センター  地域振興課
〒386-0492  上田市上丸子 1612　電話 42-1011　有線 24510　FAX43-3666
E-mail▶mtiiki@city.ueda.nagano.jp

〔第48回信州夏期大学（丸子文化会館）〕
 18日 開講式・１日目講座（講師：石井寿美世さん）
 20日 2日目講座（講師：篠原菊紀さん）
 26日 3日目講座（講師：佐々淳行さん）
 3日 4日目講座（講師：小関哲哉さん）
 9日 特別講座・閉講式（講師：竹内順一さん）

 22日 レニングラードサーカス（丸子文化会館）
 29日 依田窪プールまつり
 14日 丸子地域シルバースポーツ大会（丸子総合体育館）
 17日 男女共同参画映画会「60歳ラブレター」
  （丸子文化会館）
 18・19日 げんきまるこ産業フェスタ（カネボウ跡地）
 26日 国際交流フェスティバル（丸子文化会館）
 11日 第31回丸子体育祭（丸子総合体育館周辺）
 19日 まるこシルキーフォーラム2010（丸子文化会館）
 30・31日 ピアノリレーコンサート（丸子文化会館）
 31日まで 丸子温泉郷かかし祭（国道254号沿線）

丸子地域行事イベント予定（8月～10月）

地域の話題

地域づくりに関する
提案をお寄せください。

地域の素晴らしい風景（残したい風景）
や話題の写真をお寄せください。

 ６月 3日 依田窪防犯協会連合会総会
   丸子修学館水辺環境保全活動（全４回）
  5日 信州ルネッサンス2010
  19日 信州国際音楽村ラベンター祭り（～7/19）
  25日 第３回丸子地域協議会
  26日 依田窪プールオープン
  27日 東京丸子会郷土訪問
 ７月 3日 第5回上田市民ゴルフ大会クローバーカップ
   いきいきフェスティバル 2010
  11日 第22回参議院議員通常選挙
  23日 第４回丸子地域協議会
 ８月 7日 第33回丸子ドドンコ
  8日 第15回信州爆水RUN in 依田川
   長野県知事選挙

丸
子
地
域
・
で
き
ご
と
短
信（
6
月
〜
8
月
）

８月

９月

８月

９月

10月

　第33回丸子ドドンコが８月７日㈯に行
われました。子供みこし23基、大人みこ
し５基、踊りには35連、約5,000人がお祭
りを楽しみました。

丸子の夏を彩る名物イベント
　第15回信州爆水RUN in 依田川
が8月8日㈰に開催されました。
　当日は天候にも恵まれ、約
1000人の参加者が３つのコース
に別れて、走ったり・歩いたり・
泳いだりして、それぞれに川辺の
自然を満喫しました。
　レースの他にも、魚のつかみ取
りや食のおもてなしなどのイベン
トで、参加者全員大人から子供ま
で、楽しい１日を過ごしました。

第33回 丸子ドドンコ

県大会　　　北信越大会出場優勝

県大会　　　北信越大会出場入賞

丸子北中学校野球部

丸子北中学校  荻原裕晶くん 丸子中学校  箱山陸人くん

丸
子
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1ページ……丸子地域・できごと短信
2ページ……ごみの分別について
3ページ……地域の絆再生会議  交通指導員
4ページ……げんきまるこ産業フェスタ  地域協議会
5ページ……水辺だより
6ページ……丸子公民館だより
7ページ……消防ポンプ操法・ラッパ吹奏  上小大会
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地域自治センターだより
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上田市は環境配慮活動を推進しています。地球温暖化防止のため、冷房の温度を28度に設定し、職員はノーネクタイで勤務しております。
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優　勝  山浦直人 川合慎也 宮坂友章 浅倉拓弥 長張洋典 児玉二郎上田市消防団
丸子第3分団（旧丸子）

準優勝  大野一太郎 宮澤一文 上坂謙一 小林　優 大野忠孝 青木信仁上田市消防団
丸子第2分団（東　内）

●小型ポンプの部

●ラッパ吹奏　個人の部

 主　将 指揮者 １番員 ２番員 ３番員 補　欠

指揮者

所属消防団名

上田市消防団丸子第6分団（塩川）
上田市消防団丸子第1分団（西内）
上田市消防団丸子第5分団（長瀬）

矢島　崇司
斎藤　剛志
大場信一郎

吹奏者

尾芦　　崇
小宮山耕平
久保田　智

所属消防団名

順位

３位
６位
８位

順位

大会２連覇大会２連覇

必
ず
穴
を
開
け
る

資源物回収所の
コンテナに入れる

燃やせないごみ（ガラス陶磁
器類）指定袋で集積所へ出す

燃やせないごみ（金物類）
指定袋で集積所へ出す

資源物回収所の
ネット（網）に入れる

　  マーク付プラ
スチック指定袋で
集積所へ出す

トレイ
スーパーでも
回収しています

発砲スチロール
大きなものは細かくして
指定袋に入れてください

～不法投棄・ポイ捨てはやめましょう～

消
防
ポ
ン
プ
操
法
・
ラ
ッ
パ
吹
奏 

上
小
大
会

優
勝

　

７
月
４
日
㈰
に
上
堀
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
上
小
地
区
の
消
防
ポ
ン
プ
操
法
・

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
が
開
催
さ
れ
、
各

地
区
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
チ
ー
ム
に

よ
り
、
技
術
力
の
高
い
競
技
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部（
出
場
全
16
チ
ー

ム
）
で
は
、
丸
子
地
域
か
ら
出
場
し

た
２
チ
ー
ム
が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
・

準
優
勝
の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

ラ
ッ
パ
吹
奏
個
人
の
部
（
出
場
全

18
名
）
に
も
、
丸
子
地
域
か
ら
３
名

が
出
場
し
、
丸
子
第
６
分
団
尾
芦
団

員
の
３
位
入
賞
を
筆
頭
に
、
そ
れ
ぞ

れ
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
し
た
丸

子
第
３
分
団
は
昨
年
も
こ
の
大
会
で

優
勝
し
て
お
り
、
上
小
大
会
２
連
覇

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
１
日
㈰
に
塩
尻
市
で

開
催
さ
れ
た
県
大
会
で
も
優
勝
し
、

県
大
会
２
連
覇
の
偉
業
を
達
成
し
ま

し
た
。

小
型
ポ
ン
プ
の
部

祝
紙の分別と資源物回収所へのごみの出し方について

問 市民生活課  市民サービス担当／電話42-1054　有線24490

特集

ご注意ください
紙の分別と有害危険ごみの出し方

ごみの出し方注意点

　地域の資源物回収所、ウィークエンドリサイクルに
出していただく古紙の分別や有害危険ごみの出し方が
間違っている方が多く見受けられます。以下のことに
注意していただき、正しい分別、出し方をお願いします。

必ず、使い切り穴を開
けて、資源物回収所へ
出してください。

電球、グロー球は
回収所には出さな
いでください。

燃やせるごみに絶対
入れないでください。
（引火性ガスの発生の
おそれがあります。）

資源物回収所に出
さないでください。

ダンボールと厚紙は分けて！！ 横から覗いて中の仕切りが波状に穴があいていたらダン
ボールです。それ以外の厚紙は雑紙で束ねてください。

● 臭いのついた紙（石鹸の個別包装紙、衣料用粉末洗剤の紙製容器、線香の紙箱等）
● 感熱紙（FAX用紙、レシート←特に多いです）
● 金色や銀色で商品名等が印刷されたダンボールや紙
　　　　印刷の入った部分だけ切り取れば残りの部分はリサイクルできます。
● 紙パックの中に銀色でコーティングしてあるもの（ジュース類・酒類等）
● 防水加工された紙　（宅配便の紙袋、紙コップ、紙皿、紙製のカップ麺容器、
　　　　　　　　　　　 紙製のヨーグルト容器、油紙、ロウ紙等）
● 青焼きの図面（感光紙）、写真、インクジェット用紙
● シール、ステッカー、粘着テープ
● 油や食品で汚れた紙
● 複写用紙（カーボン紙、ノーカーボン紙、宅配便の複写伝票等）
● アイロンプリント（捺染紙）

ゴム、プラ
スチック類

金物類● クリップ、フラットファイルの金具

● 封筒類のビニール部分
● カタログ・パンフレット類が入ったビニール袋
　　ビニール袋に入れたまま出さないでください。
　　　 マークがあれば　 マークつきプラスッチクごみへ

● ティッシュペーパーの空き箱のビニール部分
　　　　必ず剥ぎ取ってください。

燃
や
せ
な
い
ご
み

燃やせるごみ

　マーク付
プラスチック

カセットボンベ・スプレー缶 電球・グロー球

アルミ缶 トレイ・発泡スチロール

アルミ箔

優勝／丸子第３分団

準優勝／丸子第２分団

３位入賞／丸子第６分団  尾芦団員
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交通指導員による
交通安全やまびこ
運動の街頭指導

交 通 指 導 員 活 動 中 ！ ～シートベルトを締めましょう～

　

再
生
会
議
は
上
田
市
商
工
会
、
上
丸
子

の
自
治
会
、
丸
子
地
域
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連

合
会
、
地
元
の
若
手
経
営
者
で
つ
く
る

「
ま
る
こ
ト
ッ
ト
コ
会
」
な
ど
７
団
体
で

構
成
さ
れ
、
事
務
局
は
商
工
会
に
置
き
、

今
後
の
活
動
を
進
め
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
大
ま
か
な
事
業
展
開
と
し

て
「
高
齢
者
社
会
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
標
に
、
来
年
度
か
ら
地
元
商
店

街
な
ど
で
特
典
を
受
け
ら
れ
る
会
員
カ
ー

ド
の
発
行
、
高
齢
者
向
け
の
買
い
物
代
行

サ
ー
ビ
ス
、
地
域
の
助
け
合
い
で
行
な
わ

れ
る
冠
婚
葬
祭
の
３
事
業
を
展
開
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
構
成
団
体
か
ら
は
、
寄
合

所
の
設
置
や
街
中
の
歩
道
整
備
事
業
な

ど
、
い
く
つ
か
の
提
案
が
あ
り
、
今
後
の

実
施
に
向
け
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
事
業
と
し
て
は
、
８
月
に

静
岡
県
内
で
葬
祭
事
業
を
協
同
組
合
で

　丸子地域には、上田市から委嘱された８人の交通指導
員が活動しています。
　保育園や小中学校、高齢者に向けた交通安全教室の開
催や、地域のイベントなどで交通指導を実施しています。
　また、今年４月の県下一斉シートベルト着用状況調査
の結果、上田市が県下最下位であったことから、地域の
パトロールを通じてドライバーに向けた啓発活動も実施
しています。
　交通ルールを守り、安全で安心な丸子地域を目指しま
しょう。

問市民生活課　電話42-1216／有線24491

◆
再
生
会
議
の
会
長
に
選
ば
れ
た
笹
沢
暁
上
田
市
商
工
会
長
か
ら

「
地
域
の
み
な
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、10
年
、20
年
先
を

　
　
　
　

見
据
え
て
継
続
性
の
あ
る
活
動
に
し
て
い
き
た
い
。」

行
っ
て
い
る
事
例
を
視
察
す
る
ほ
か
、
買

い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
３
つ
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
を

対
象
に
具
体
的
な
要
望
を
確
認
す
る
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

再
生
会
議
の
活
動
は
、
本
年
度
の
長
野

県
の
中
心
市
街
地
再
生
支
援
事
業
に
選
定

さ
れ
、
今
後
３
年
間
、
県
と
上
田
市
か
ら

事
業
費
の
一
部
の
補
助
を
受
け
、
調
査
研

究
、
再
生
プ
ラ
ン
・
計
画
の
策
定
と
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
試
行
を
行
い
、
事
業
を
軌
道

に
乗
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
産
業
観
光
課

　

電
話
42‐
1
0
4
７
／
有
線
2
4
5
2
4

　

７
月
８
日
に
丸
子
地
域
で
活
動
す
る
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
地
域

の
絆
再
生
会
議
」
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
上
丸
子
商
店
街
と
そ
の

周
辺
の
高
齢
者
な
ど
の
地
域
住
民
と
と
も
に
賑
わ
い
の
創
出
を
め
ざ
す

活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

「
地
域
の
　
　
　

 

再
生
会
議
」
が
ス
タ
ー
ト

「
地
域
の
　
　
　

 

再
生
会
議
」
が
ス
タ
ー
ト

〜
地
域
と
と
も
に 

〝
ま
ち
〞 

の
再
生
を
め
ざ
す
〜

絆

丸 子 公 民 館 だ よ り

問 丸子公民館　電話42-3147／有線24722

　７月９日（金）丸子解放センターにおいて、人権教育専
門指導員養成講座が開催されました。
　まず最初に、松村解放センター所長(人権教育係長兼
務)から「解放センター」について「部落差別をはじめ
あらゆる差別をなくすための人権啓発や学習・交流の
拠点として、人権のまちづくりをめざして活動してい
ます。」との説明があり、続いて社会教育指導員の柳沢
富美子氏から「次世代に差別を残さないために」と題
して、見直されてきた部落の歴史についての講演があ
りました。
　子ども達は学校で部落差別の不当性をしっかり、正
しく学習しています。家族からまちがった偏見を伝え

られて、差別が繰り返されないよう、お互いに努力し
ていくことが大切です。
　現実に、上田市でも結婚差別で悲惨な事件が起きて
います。
　これは人の命に関わる問題でもあり、学校・地域がより一層
連携して人権教育を進めていくことが求められています。

　7月11日㈰から19日㈪まで、日本に関
心の強い若者約20人が、世界10カ国以
上から上田市に集まりました。
　これは、東京都のNPO法人「ワール
ドキャンパスインターナショナル」の事
業によるものです。
　この事業は、世界中の若者と日本の地域を結び、異なる見方、考え方に直
接触れあうプログラムを通じて、“地球市民”としての自覚を持った個人
と、自立した地域の育成の支援を目的としたものです。
　6回目となる今年のプログラムでも、国内約10都市を周り、各地の特性を
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9月18日土 10時～16時
19日日  9 時～15時

元
気
に
!!

　

６
月
25
日
（
第
３
回
会
議
）
と
７
月
23

日
（
第
４
回
会
議
）
に
地
域
協
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
で
、
旧
カ
ネ
ボ
ウ
食

堂
棟
活
用
検
討
専
門
部
会
と
防
犯
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
に
関
す
る
専
門
部
会
か
ら
調
査
・

研
究
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
報
告
が
あ

り
、
旧
カ
ネ
ボ
ウ
食
堂
棟
活
用
検
討
専
門

部
会
で
は
、
建
物
の
利
活
用
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
事
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
地
域
内
の
現
状
確
認
や
問
題
点

を
把
握
す
る
事
を
目
的
と
し
て
、
現
地
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　今年も「げんきまるこ産業
フェスタ」を中丸子カネボウ跡
地で開催します。
　商工祭とJAフェスティバルを
中心に、特価販売、特産品の展示
販売をするほか、丸子地域の工業
製品の展示、ステージ発表など各
種催し物も盛大に開催します。

ながのノスタルジックカーフェスティバル
２０１０で大賞を受賞したオート三輪消防車
も展示されます。

　この産業フェスタに併せて、「下
水道フェア」を開催します。
　市内の小中学生による「下水道
コンクール」への応募作品（絵画・標
語・新聞等）、デザインマンホール蓋
等の下水道に関する展示や、下水
道相談コーナーも開設します。
　御参加いただいた方には粗品も
用意しておりますので、ぜひお気
軽にお出かけください。

平
成
22
年
度 

丸
子
地
域
協
議
会
報
告問地域振興課　電話42-1011／有線24510

旧
カ
ネ
ボ
ウ
食
堂
棟
の
視
察

依田川内村川合流点付近の視察

　丸子地域協議会は、丸子地域の重要事項を話し合
い、市に対して意見を述べたり、市民協働によるま
ちづくりについて調査研究を行います。話し合われ
た内容については、ホームページに掲載し、自治セ
ンターだよりで概要を報告します。

http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/
sys/20091015144015078.html

げんきまるこ産業フェスタ 2010

同時開催
下水道フェア
同時開催

下水道フェア

ひ
と
・
ま
ち
・
産
業
を

問地域振興課　電話42-1011／有線24510／E-mai l▶mti ik i@city .ueda.nagano. jp

問産業観光課
　電話42-1047／有線24524

問丸子上下水道課
　電話42-1025／有線24273

地域の宝
～水辺環境を保護しましょう～

　６月３日（水）から６月24日（水）までの毎週水曜日、依田川の三角橋
西側河川敷において、丸子修学館高校１年生の皆さんが、地域貢献授
業としてアレチウリ駆除作業を行いました。
　４回の授業（１回あたり１時間：約70人）で、合計約60キロのア
レチウリを駆除することができました。
　アレチウリは、生育が進むと茎が長く伸び、トゲが出てくるため駆
除作業も大変な重労働となりますが、今回の作業は６月に実施したた
め、長いものでも20㎝程度で、まだトゲも無く、根の張りも浅いた
め、比較的容易に作業を進めることができました。
　作業に参加した生徒さんからは、「初めてアレチウリを知りまし
た。」「これからは、アレチウリを見つけたら抜いておけばいいね。」
などの話がありました。
　この河川敷にはアレチウリが大量に繁茂しており、上田市でも駆除
作業を実施しておりますが、なかなか完全な駆除には至りません。
　丸子地域内では、自治会やボランティア団体の皆様などにより、各
種の環境保護活動が行われております。河川敷の水辺環境保護にも目
を向け、各種の環境保護活動へ積極的に御参加ください。

　「自然環境の保全と人々が共生できる地域づくり」について、身近に
考えてもらう事、また関心を高めてもらう事を目的として、川に関する
絵と写真を募集します。
●主　　催　依田川リバーフロント市民協働事業実行委員会
●応募規定
（1）作品の内容……依田川・内村川・千曲川の風景、川とくらし、水と
　　　　　　　　　 親しむ姿や魚つりなど、「ふるさとの川」を表現した絵・写真
（2）応募資格………どなたでも応募できます。
（3）募集期間………平成２２年８月２日（月）から１０月１日（金）まで
（4）作品の提出先…丸子地域自治センター　地域振興課　
（5）大きさの基準等（絵の部、写真の部いずれも一人５点まで応募できます。）
　　○絵 の 部…用紙、用具は問いません。デジタルデータでもかまいません。
　　○写真の部…写真サイズは問いません。プリント写真、デジタルデータどちらの提出でもかまいません。
（6） その他
○応募作品の裏面等に以下の情報を記載のうえ御応募ください。
　①題名、学校名・学年または住所、氏名、対象の河川名と場所・地域等
　②作品に込めた想い、伝えたいこと、水辺や環境保全に対する希望など。
○電子データは、問い合わせ先に記載したメールアドレスへお送りください。
○応募者の情報（学校名・学年または住所、氏名等）については、広報や
　ホームページ等で公表しますので、これらの事項が公表されること
　に同意のうえ御応募ください。
○応募作品について著作権、使用権は主催者に帰属することとします。

丸子修学館高校の皆さんにより水辺の環境保護活動が行われました。

川の絵　川の写真　を募集します。

参加者全員に記念品を
贈呈します。

参 加 賞

水辺だより
～依田川リバーフロント市民協働事業実行委員会～
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交通指導員による
交通安全やまびこ
運動の街頭指導

交 通 指 導 員 活 動 中 ！ ～シートベルトを締めましょう～

　

再
生
会
議
は
上
田
市
商
工
会
、
上
丸
子

の
自
治
会
、
丸
子
地
域
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連

合
会
、
地
元
の
若
手
経
営
者
で
つ
く
る

「
ま
る
こ
ト
ッ
ト
コ
会
」
な
ど
７
団
体
で

構
成
さ
れ
、
事
務
局
は
商
工
会
に
置
き
、

今
後
の
活
動
を
進
め
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
大
ま
か
な
事
業
展
開
と
し

て
「
高
齢
者
社
会
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
標
に
、
来
年
度
か
ら
地
元
商
店

街
な
ど
で
特
典
を
受
け
ら
れ
る
会
員
カ
ー

ド
の
発
行
、
高
齢
者
向
け
の
買
い
物
代
行

サ
ー
ビ
ス
、
地
域
の
助
け
合
い
で
行
な
わ

れ
る
冠
婚
葬
祭
の
３
事
業
を
展
開
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
構
成
団
体
か
ら
は
、
寄
合

所
の
設
置
や
街
中
の
歩
道
整
備
事
業
な

ど
、
い
く
つ
か
の
提
案
が
あ
り
、
今
後
の

実
施
に
向
け
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
事
業
と
し
て
は
、
８
月
に

静
岡
県
内
で
葬
祭
事
業
を
協
同
組
合
で

　丸子地域には、上田市から委嘱された８人の交通指導
員が活動しています。
　保育園や小中学校、高齢者に向けた交通安全教室の開
催や、地域のイベントなどで交通指導を実施しています。
　また、今年４月の県下一斉シートベルト着用状況調査
の結果、上田市が県下最下位であったことから、地域の
パトロールを通じてドライバーに向けた啓発活動も実施
しています。
　交通ルールを守り、安全で安心な丸子地域を目指しま
しょう。

問市民生活課　電話42-1216／有線24491

◆
再
生
会
議
の
会
長
に
選
ば
れ
た
笹
沢
暁
上
田
市
商
工
会
長
か
ら

「
地
域
の
み
な
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、10
年
、20
年
先
を

　
　
　
　

見
据
え
て
継
続
性
の
あ
る
活
動
に
し
て
い
き
た
い
。」

行
っ
て
い
る
事
例
を
視
察
す
る
ほ
か
、
買

い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
３
つ
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
を

対
象
に
具
体
的
な
要
望
を
確
認
す
る
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

再
生
会
議
の
活
動
は
、
本
年
度
の
長
野

県
の
中
心
市
街
地
再
生
支
援
事
業
に
選
定

さ
れ
、
今
後
３
年
間
、
県
と
上
田
市
か
ら

事
業
費
の
一
部
の
補
助
を
受
け
、
調
査
研

究
、
再
生
プ
ラ
ン
・
計
画
の
策
定
と
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
試
行
を
行
い
、
事
業
を
軌
道

に
乗
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
産
業
観
光
課

　

電
話
42‐

1
0
4
７
／
有
線
2
4
5
2
4

　

７
月
８
日
に
丸
子
地
域
で
活
動
す
る
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
地
域

の
絆
再
生
会
議
」
の
設
立
総
会
が
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丸 子 公 民 館 だ よ り

問 丸子公民館　電話42-3147／有線24722

　７月９日（金）丸子解放センターにおいて、人権教育専
門指導員養成講座が開催されました。
　まず最初に、松村解放センター所長(人権教育係長兼
務)から「解放センター」について「部落差別をはじめ
あらゆる差別をなくすための人権啓発や学習・交流の
拠点として、人権のまちづくりをめざして活動してい
ます。」との説明があり、続いて社会教育指導員の柳沢
富美子氏から「次世代に差別を残さないために」と題
して、見直されてきた部落の歴史についての講演があ
りました。
　子ども達は学校で部落差別の不当性をしっかり、正
しく学習しています。家族からまちがった偏見を伝え

られて、差別が繰り返されないよう、お互いに努力し
ていくことが大切です。
　現実に、上田市でも結婚差別で悲惨な事件が起きて
います。
　これは人の命に関わる問題でもあり、学校・地域がより一層
連携して人権教育を進めていくことが求められています。

　7月11日㈰から19日㈪まで、日本に関
心の強い若者約20人が、世界10カ国以
上から上田市に集まりました。
　これは、東京都のNPO法人「ワール
ドキャンパスインターナショナル」の事
業によるものです。
　この事業は、世界中の若者と日本の地域を結び、異なる見方、考え方に直
接触れあうプログラムを通じて、“地球市民”としての自覚を持った個人
と、自立した地域の育成の支援を目的としたものです。
　6回目となる今年のプログラムでも、国内約10都市を周り、各地の特性を
活かした活動を、地域の方と一緒に行う事による異文化に対する理解、ホー
ムスティによる参加者・地域相互のライフスタイルの実体験、交流イベント
による感動の共有などを図っており、上田市でも、「農業と食育」をテーマ
に、地域の方と様々な体験をしました。

今、私達にできることは

人権教育専門指導員養成講座

信州国際音楽村でラベンダースティックづくり

平井公民館でそば打ち

ありがとうイベント

第１回青少年ネットワーク会議開催

次世代に差別を残さないために
―「人権教育専門指導員養成講座」開催される―

丸子が世界のキャンパスに

　6月24日㈭、丸子公民館で「第1回青少年ネットワーク会議」が開催されました。
　この会議は、丸子地域の小・中学校、高校の児童・生徒の代表者が集まり、
「あいさつ運動」「ボランティア活動」「クリーン作戦」を中心に「どんな学校
や地域になればいいのか、そのために何ができるか」を考えるため、平成16年度
に発足しました。会議は丸子修学館高校の生徒が会長となり、運営されています。
　今回の会議では、7校合同であいさつ運動とペットボトルキャップ回収を行
う事を決定しました。9月に行われる2回目の会議でも、活動について話し合
う予定です。
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優　勝  山浦直人 川合慎也 宮坂友章 浅倉拓弥 長張洋典 児玉二郎上田市消防団
丸子第3分団（旧丸子）

準優勝  大野一太郎 宮澤一文 上坂謙一 小林　優 大野忠孝 青木信仁上田市消防団
丸子第2分団（東　内）

●小型ポンプの部

●ラッパ吹奏　個人の部

 主　将 指揮者 １番員 ２番員 ３番員 補　欠

指揮者

所属消防団名

上田市消防団丸子第6分団（塩川）
上田市消防団丸子第1分団（西内）
上田市消防団丸子第5分団（長瀬）

矢島　崇司
斎藤　剛志
大場信一郎

吹奏者

尾芦　　崇
小宮山耕平
久保田　智

所属消防団名

順位

３位
６位
８位

順位

大会２連覇大会２連覇

必
ず
穴
を
開
け
る

資源物回収所の
コンテナに入れる

燃やせないごみ（ガラス陶磁
器類）指定袋で集積所へ出す

燃やせないごみ（金物類）
指定袋で集積所へ出す

資源物回収所の
ネット（網）に入れる

　  マーク付プラ
スチック指定袋で
集積所へ出す

トレイ
スーパーでも
回収しています

発砲スチロール
大きなものは細かくして
指定袋に入れてください

～不法投棄・ポイ捨てはやめましょう～

消
防
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ン
プ
操
法
・
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上
小
大
会

優
勝
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祝
紙の分別と資源物回収所へのごみの出し方について

問 市民生活課  市民サービス担当／電話42-1054　有線24490

特集

ご注意ください
紙の分別と有害危険ごみの出し方

ごみの出し方注意点

　地域の資源物回収所、ウィークエンドリサイクルに
出していただく古紙の分別や有害危険ごみの出し方が
間違っている方が多く見受けられます。以下のことに
注意していただき、正しい分別、出し方をお願いします。

必ず、使い切り穴を開
けて、資源物回収所へ
出してください。

電球、グロー球は
回収所には出さな
いでください。

燃やせるごみに絶対
入れないでください。
（引火性ガスの発生の
おそれがあります。）

資源物回収所に出
さないでください。

ダンボールと厚紙は分けて！！ 横から覗いて中の仕切りが波状に穴があいていたらダン
ボールです。それ以外の厚紙は雑紙で束ねてください。

● 臭いのついた紙（石鹸の個別包装紙、衣料用粉末洗剤の紙製容器、線香の紙箱等）
● 感熱紙（FAX用紙、レシート←特に多いです）
● 金色や銀色で商品名等が印刷されたダンボールや紙
　　　　印刷の入った部分だけ切り取れば残りの部分はリサイクルできます。
● 紙パックの中に銀色でコーティングしてあるもの（ジュース類・酒類等）
● 防水加工された紙　（宅配便の紙袋、紙コップ、紙皿、紙製のカップ麺容器、
　　　　　　　　　　　 紙製のヨーグルト容器、油紙、ロウ紙等）
● 青焼きの図面（感光紙）、写真、インクジェット用紙
● シール、ステッカー、粘着テープ
● 油や食品で汚れた紙
● 複写用紙（カーボン紙、ノーカーボン紙、宅配便の複写伝票等）
● アイロンプリント（捺染紙）

ゴム、プラ
スチック類

金物類● クリップ、フラットファイルの金具

● 封筒類のビニール部分
● カタログ・パンフレット類が入ったビニール袋
　　ビニール袋に入れたまま出さないでください。
　　　 マークがあれば　 マークつきプラスッチクごみへ

● ティッシュペーパーの空き箱のビニール部分
　　　　必ず剥ぎ取ってください。

燃
や
せ
な
い
ご
み

燃やせるごみ

　マーク付
プラスチック

カセットボンベ・スプレー缶 電球・グロー球

アルミ缶 トレイ・発泡スチロール

アルミ箔

優勝／丸子第３分団

準優勝／丸子第２分団

３位入賞／丸子第６分団  尾芦団員
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長野県中学校総合体育大会 結果

●野球の部
優勝　丸子北中学校野球部
主将：金井　広野／副主将：大塚　雅也
荒井　圭祐・柳澤　和希・金井　竜太
中村　俊貴・佐藤　　響・堀内　大杜
土肥　準弥・片平　慎也・金井　隼賞
矢ヶ崎　奨・堀内祐太朗・富岡　万道
尾鷲　宣和・坂田槙一朗・田中　雄大
中澤　一輝　　
●水泳の部
400Ｍ個人メドレー／200Ｍ個人メドレー
（２種目）優勝　
丸子北中学校　荻原裕晶　
●陸上の部
共通男子1500Ｍ優勝
丸子中学校　　箱山陸人

●女子柔道の部
個人戦　３位
丸子北中学校　宮坂　千優
●水泳の部
200Ｍバタフライ3位
丸子北中学校　山浦　大宜
●男子剣道の部
個人戦　５位
丸子中学校　　米永　寛之

第15回

信州爆水RUN in 依田川

　少林寺拳法の初歩的な基本練習を行い、護身の技術の基
礎を学びます。
　また、ストレッチを中心とした適度な運動により、老若
男女を問わず、健康、体力づくりにも役立ちます。
期　間　平成22年９月７日㈫～平成22年11月23日㈫
　　　　毎週火曜（全10回）
時　間　午後７時～午後８時30分
対象者　市内在住・在勤の一般男女
受講料　2,000円（教室初日に集金）
会　場　丸子総合体育館　柔剣道場
持ち物　運動ができる服装（靴は不要）
申込み　９月７日㈫までに丸子総合体育館へ電話で申し込
　　　　んでください。
問 丸子総合体育館　電話43-2250／有線24611

少林寺拳法教室

参加者募集

げんき丸子

地域づくり

丸子地域自治センター  地域振興課
〒386-0492  上田市上丸子 1612　電話 42-1011　有線 24510　FAX43-3666
E-mail▶mtiiki@city.ueda.nagano.jp

〔第48回信州夏期大学（丸子文化会館）〕
 18日 開講式・１日目講座（講師：石井寿美世さん）
 20日 2日目講座（講師：篠原菊紀さん）
 26日 3日目講座（講師：佐々淳行さん）
 3日 4日目講座（講師：小関哲哉さん）
 9日 特別講座・閉講式（講師：竹内順一さん）

 22日 レニングラードサーカス（丸子文化会館）
 29日 依田窪プールまつり
 14日 丸子地域シルバースポーツ大会（丸子総合体育館）
 17日 男女共同参画映画会「60歳ラブレター」
  （丸子文化会館）
 18・19日 げんきまるこ産業フェスタ（カネボウ跡地）
 26日 国際交流フェスティバル（丸子文化会館）
 11日 第31回丸子体育祭（丸子総合体育館周辺）
 19日 まるこシルキーフォーラム2010（丸子文化会館）
 30・31日 ピアノリレーコンサート（丸子文化会館）
 31日まで 丸子温泉郷かかし祭（国道254号沿線）

丸子地域行事イベント予定（8月～10月）

地域の話題

地域づくりに関する
提案をお寄せください。

地域の素晴らしい風景（残したい風景）
や話題の写真をお寄せください。

 ６月 3日 依田窪防犯協会連合会総会
   丸子修学館水辺環境保全活動（全４回）
  5日 信州ルネッサンス2010
  19日 信州国際音楽村ラベンター祭り（～7/19）
  25日 第３回丸子地域協議会
  26日 依田窪プールオープン
  27日 東京丸子会郷土訪問
 ７月 3日 第5回上田市民ゴルフ大会クローバーカップ
   いきいきフェスティバル 2010
  11日 第22回参議院議員通常選挙
  23日 第４回丸子地域協議会
 ８月 7日 第33回丸子ドドンコ
  8日 第15回信州爆水RUN in 依田川
   長野県知事選挙

丸
子
地
域
・
で
き
ご
と
短
信（
6
月
〜
8
月
）

８月

９月

８月

９月

10月

　第33回丸子ドドンコが８月７日㈯に行
われました。子供みこし23基、大人みこ
し５基、踊りには35連、約5,000人がお祭
りを楽しみました。

丸子の夏を彩る名物イベント
　第15回信州爆水RUN in 依田川
が8月8日㈰に開催されました。
　当日は天候にも恵まれ、約
1000人の参加者が３つのコース
に別れて、走ったり・歩いたり・
泳いだりして、それぞれに川辺の
自然を満喫しました。
　レースの他にも、魚のつかみ取
りや食のおもてなしなどのイベン
トで、参加者全員大人から子供ま
で、楽しい１日を過ごしました。

第33回 丸子ドドンコ

県大会　　　北信越大会出場優勝

県大会　　　北信越大会出場入賞

丸子北中学校野球部

丸子北中学校  荻原裕晶くん 丸子中学校  箱山陸人くん

丸
子
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上田市は環境配慮活動を推進しています。地球温暖化防止のため、冷房の温度を28度に設定し、職員はノーネクタイで勤務しております。


